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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気密箱内に設置して使用する、それ自体及びその内部の処理物から発生する放射性廃棄
物を処理する放射性廃棄物用減容処理装置であって、
　放射性廃棄物の破砕手段と、
　袋保持手段の容器部に保持されている、放射性廃棄物の破砕物を充填した収納袋を圧縮
する圧縮手段と、
　前記破砕手段の破砕物を受け取る破砕物受取位置と前記圧縮手段で内部に保持した放射
性廃棄物を充填した収納袋を圧縮する被圧縮位置との間を往復動自在であるように配した
袋保持手段であって、内部に保持した、放射性廃棄物を充填した収容袋の高さ寸法を、前
記圧縮手段で圧縮する際に該収納袋の周側及び底部形状をその形状に保持する保形型を兼
ねる容器部を備えた袋保持手段と、
　前記袋保持手段の容器部に保持された状態で前記被圧縮位置に位置する収納袋からその
内部を減圧すべく吸引排気する真空ポンプ装置と、
　前記袋保持手段の容器部中に装入され得る外径寸法のプラスチックフィルム製の収納袋
であって、上部に破砕物を受け入れるための受入口を、周側部に前記真空ポンプ装置でそ
の内部の空気を吸引排気するための排気管部を、それぞれ構成し、かつ該受入口及び該排
気管部にそれぞれ閉塞手段を設けた収納袋と、
で構成した放射性廃棄物用減容処理装置。
【請求項２】
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　前記破砕手段を、
　回転ドラムと、該回転ドラムの外周に突出させた複数の突出刃と、
　該回転ドラムの外周に近接して配し、その上に載っている放射性廃棄物を、該回転ドラ
ムの回転に伴って近接して通過する前記突出刃との間で剪断する固定刃と、
　該固定刃の直上で、該回転ドラムの外周に破砕対象の放射性廃棄物を圧接すべく押圧す
る押圧手段と、
　該回転ドラム及び該固定刃の下方に位置し、破砕されて落下する放射性廃棄物の破砕物
のうち設定サイズ以下の破砕物のみをそれ以下に落下させる排出板と、
　該排出板から篩い分けられて落下する破砕物を前記破砕物受取位置に案内するホッパー
と、
で構成した請求項１の放射性廃棄物用減容処理装置。
【請求項３】
　前記袋保持手段を、前記収納袋を保持する前記容器部と、該容器部を前記破砕物受取位
置と前記被圧縮位置との間で往復動させるべく、その間に配したレール部及びこれに移動
自在に配した移動部とで構成し、
　前記容器部を、有底円筒を基本形状とする剛性部材で構成し、その上部の受入口は上広
がりに形成し、かつその周側の一部に前記収納袋の排気管部又は前記真空ポンプ装置から
延長する吸引用の管状部材を通過させるための通過用開口部を形成し、
　前記移動部は、これを、前記容器部の底部に固設することにより、該容器部を前記レー
ル部に移動自在に配した請求項１又は２の放射性廃棄物用減容処理装置。
【請求項４】
　前記圧縮手段を、
　被圧縮位置に位置する袋保持手段の容器部に保持された、放射性廃棄物の破砕物を充填
した収容袋を圧縮するための押圧板であって、平面形状が該容器部の胴部断面形状と同一
又は類似形状で、該容器部のそれより小寸法である押圧板と、
　該押圧板を下端に固設したシャフト部材と、
　該シャフト部材を昇降自在に支持する支持部材と、
　該支持部材に配した、該シャフト部材を昇降駆動する昇降駆動手段であって、該シャフ
ト部材に配したラック、該ラックにかみ合うピニオン、該ピニオンにかみ合う該ピニオン
より大径のギア、該ギアに配した制動手段及び該ギアを回動操作するためのレバー部材か
らなる昇降駆動手段と、
で構成した請求項１、２又は３の放射性廃棄物用減容処理装置。
【請求項５】
　前記収納袋を、
　前記袋保持手段の容器部に装入可能な外径の有底円筒状で、上部の受入口が上広がりで
ある袋本体と、
　該袋本体の外周の、高さ方向の複数箇所に固設したリング状の円筒形状保持部材と、
　該袋本体の受入口に配したジッパーである前記閉塞手段と、
　該袋本体の周側部に配した該周側部から突出する管体、該管体の袋本体寄りの位置に充
填したフィルタ部材、及び該管体の該フィルタ部材より外側に構成した逆止弁からなる前
記排気管部と、
　該排気管部の前記管体の逆止弁より外側に配したジッパーである前記閉塞手段と、
で構成した請求項３の放射性廃棄物用減容処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、負圧に保持された密閉箱の内部で処理される被処理物又は該密閉箱自体の各
部の交換その他から生じる比較的低レベルの放射性廃棄物を、該密閉箱内で処理して一定
の形状に圧縮・減容して取り出し得るようにする放射性廃棄物用減容処理装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　原子力施設等から排出される放射性廃棄物は、焼却処理又は完全密閉した状態で永久保
管される。そのため年々保管する放射性廃棄物は増加する一方であり、保管費用も増加し
ている。こうした状況の下で、発生する放射性廃棄物はできるだけ減容化して、保管量の
増加を抑制する必要があることは容易に理解できる。
【０００３】
　原子力施設では、グローブボックス、フード又は気密箱等の内部の負圧環境下において
、放射能を持つ物質の処理又はそれらと接触した器具や部材を操作し、若しくは処理する
ことがある。それ故、これらの密閉箱では、それらの内部での処理等で放射性廃棄物が発
生することがあり、これを前記のように、保管量の増加を抑えるべく減容化する必要があ
る。また該気密箱それ自体の各部、たとえば、グローブ、排気フィルタ、インナーリング
又は気密栓等の交換の必要が生じることもあり、それらは当然内部の被処理物によって放
射能に汚染されているため、内部で発生した放射性廃棄物と同様の放射性廃棄物となる。
しかもこのようなグローブ等の廃棄物は内部の被処理物から生じる廃棄物より量的に多い
ので、廃棄物の減容処理の観点では、一層重要である。
【０００４】
　この種の放射性廃棄物の減容化処理に関してはいくつかの提案がある。
　特許文献１は、放射性廃棄物の圧縮減容廃棄体、圧縮減容処理方法、及び圧縮減容用金
属缶に関するものである。
　そのうち、放射性廃棄物の圧縮減容廃棄体は、放射性廃棄物を収容した圧縮減容用金属
缶を減圧下で面圧２５～６０MN/m2で圧縮することにより減容処理するとともに、上記圧
縮減容用金属缶内の内容物の充填度を８５vol%以上とするものである。以上において、該
放射性廃棄物は、結合材とともに該圧縮減容用金属缶に収納することもある。
【０００５】
　前記のうち、放射性廃棄物の圧縮減容処理方法は、放射性廃棄物を圧縮減容用金属缶に
収納し、この圧縮減容用金属缶を減圧下で圧縮することにより圧縮減容容器体に減容処理
するものである。なお、この処理方法は、以下の圧縮減容用金属缶を用いて行う場合もあ
る。更に得られた圧縮減容廃棄体を処分容器に充填して処分することもある。
【０００６】
　前記のうち、圧縮減容用金属缶は、放射性廃棄物を収容して圧縮減容させられる放射性
廃棄物の圧縮減容用金属缶であって、筒状の缶胴部とこの缶胴部の開口部を封止する缶蓋
部とを有し、この缶蓋部の外周には上記缶胴部の少なくとも開口部側の外周を取り囲むよ
うに周壁部が設けられて二重構造とされるとともに、この缶蓋部による缶胴部の開口部の
封止部分には、圧縮時の上記放射性廃棄物の外部への漏出を防止する漏出防止手段が備え
られているものである。
【０００７】
　上記漏出防止手段は、上記缶胴部の開口部を覆うように設けられる粉塵捕集用のフィル
タと、この開口部の周縁と上記缶蓋部との間に介装されるシール材とを備えているもので
あることがあり、上記缶胴部には、圧縮減容時の圧縮方向に折れ曲がり可能な折れ目がつ
けられていることもあるものである。
【０００８】
　この特許文献１の技術は、グローブボックスのような密閉空間で用いられるものではな
い。また放射性廃棄物を金属容器に充填して単に圧縮するものであり、エネルギーの利用
効率が高いともいえない。更にプラスチック類やゴム類を廃棄対象とする場合には適さな
いと思われる。
【０００９】
　特許文献２は、放射性廃棄物の処理処分システムに関するものである。
　この放射性廃棄物の処理処分システムは、原子力施設から発生する放射性廃棄物の中か
ら放射能レベルが極めて低い極低レベルの放射性廃棄物を選別する選別工程と、選別され
た極低レベルの放射性廃棄物を、金属とコンクリートに弁別し、更に金属廃棄物について
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は中空を有するものと有さないものに、コンクリート廃棄物についてはブロック状のもの
とそれ以外のものにそれぞれ弁別する弁別工程と、弁別された極低レベルの放射性廃棄物
に対して、中空を有する金属廃棄物については切断、減容または充填を行うことにより中
空をなくする処理を、ブロック状のコンクリート廃棄物については、表面固定化処理を、
その他の形状のコンクリート廃棄物については破砕処理をそれぞれ行う処理工程と、処理
後の極低レベルの放射性廃棄物を輸送専用の容器に収納して所定の埋設処理場へ輸送し、
この処理場において輸送専用の容器から取り出して埋設処分する処分工程と、を備えたも
のである。
【００１０】
　以上の処分工程において、廃棄物の埋設作業場所を負圧に保持した移動式の飛散防止付
埋設設備内で、輸送されてきた極低レベルの放射性廃棄物を輸送用の容器より取り出して
埋設処分することもあり、また該移動式の飛散防止付埋設設備は、埋設作業場所を外部と
遮断する構成よりなり、輸送車両の搬出入口、前記設備内を負圧に保持するための排気装
置、排気装置の上流側に設置されたフィルター及び設備移動用の機構を具備するものであ
ることもある。
【００１１】
　この特許文献２の技術は、廃棄物の減容化は可能であるが、非常に大規模であり、グロ
ーブボックス内で、そこで発生するプラスチック類やゴム類等の放射性廃棄物を減容処理
するには適さない。
【００１２】
　特許文献３は、グローブボックス用インナーリングの切断装置に関するものである。
　このグローブボックス用インナーリングの切断装置は、グローブボックス内に設置され
て、該グローブボックス内のインナーリングを適宜な形状に裁断するグローブボックス用
インナーリングの切断装置において、前記インナーリングを保持するリング保持手段と、
前記リング保持手段に連繋させて取り付けた固定刃と、前記固定刃に対して進退し、前進
時には該固定刃と一部が重畳する可動刃とからなり、前記リング保持手段に保持させたイ
ンナーリングを、前記固定刃と可動刃とにより剪断力を加えて剪断するように構成したも
のである。
【００１３】
　なお、前記リング保持手段は、インナーリングの軸方向を上下方向とした状態で該イン
ナーリングを載置させる受け板と、該インナーリングに軸方向に挿入されて、該インナー
リングをその内側で保持するリング保持部材とからなり、前記固定刃を前記リング保持部
材に連繋させて設けたものである。
　前記リング保持手段は、或いは、インナーリングに対して該インナーリングの軸方向を
ほぼ水平方向として、軸方向に挿入することにより、前記固定刃にインナーリングの内側
面を載置させて保持するものであることもある。
　前記固定刃と前記可動刃とによる剪断方向は、水平方向に対して傾けた状態となるよう
に、該固定刃と該可動刃とを配置したものであることもある。
　また前記可動刃は、該可動刃の一端部を軸として揺動自在とされていることもある。
【００１４】
　この特許文献３の技術は、グローブボックス内に配置して使用できるものであるが、イ
ンナーリングの剪断以外に使用できない。また細かな破片に剪断することができるもので
もないので、減容率も十分であるとはいえない。また剪断片を単に保管スペースに配置保
管する以外の技術が提案されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】特開２００２－３４１０９１号公報
【特許文献２】特開平０４－２９１１９９号公報
【特許文献３】特開２００７－１２１０７０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明は、以上の従来技術の問題点を解決し、グローブボックス等の気密箱において生
じる種々の放射性廃棄物、特にそれ自体の各部の交換の必要から比較的多量に発生する廃
棄対象のグローブ、排気フィルタ、インナーリング又は気密栓等の放射性廃棄物を、該グ
ローブボックスの内部で減容処理できる放射性廃棄物用減容処理装置を提供することを解
決の課題とするものである。また、特に、以上のようなプラスチックやゴム製等の部材か
らなる放射性廃棄物を破砕して纏め、内部に空隙の少ない一定の形状の一塊に成形するこ
とができる安全性の高い放射性廃棄物用減容処理装置を提供することを解決の課題とする
ものである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の１は、気密箱内に設置して使用する、それ自体及びその内部の処理物から発生
する放射性廃棄物を処理する放射性廃棄物用減容処理装置であって、
　放射性廃棄物の破砕手段と、
　袋保持手段の容器部に保持されている、放射性廃棄物の破砕物を充填した収納袋を圧縮
する圧縮手段と、
　前記破砕手段の破砕物を受け取る破砕物受取位置と前記圧縮手段で内部に保持した放射
性廃棄物を充填した収納袋を圧縮する被圧縮位置との間を往復動自在であるように配した
袋保持手段であって、内部に保持した、放射性廃棄物を充填した収容袋の高さ寸法を、前
記圧縮手段で圧縮する際に該収納袋の周側及び底部形状をその形状に保持する保形型を兼
ねる容器部を備えた袋保持手段と、
　前記袋保持手段の容器部に保持された状態で前記被圧縮位置に位置する収納袋からその
内部を減圧すべく吸引排気する真空ポンプ装置と、
　前記袋保持手段の容器部中に装入され得る外径寸法のプラスチックフィルム製の収納袋
であって、上部に破砕物を受け入れるための受入口を、周側部に前記真空ポンプ装置でそ
の内部の空気を吸引排気するための排気管部を、それぞれ構成し、かつ該受入口及び該排
気管部にそれぞれ閉塞手段を設けた収納袋と、
で構成した放射性廃棄物用減容処理装置である。
【００１８】
　本発明の２は、本発明の１の放射性廃棄物用減容処理装置において、前記破砕手段を、
回転ドラムと、該回転ドラムの外周に突出させた複数の突出刃と、該回転ドラムの外周に
近接して配し、その上に載っている放射性廃棄物を、該回転ドラムの回転に伴って近接し
て通過する前記突出刃との間で剪断する固定刃と、該固定刃の直上で、該回転ドラムの外
周に破砕対象の放射性廃棄物を圧接すべく押圧する押圧手段と、該回転ドラム及び該固定
刃の下方に位置し、破砕されて落下する放射性廃棄物の破砕物のうち設定サイズ以下の破
砕物のみをそれ以下に落下させる排出板と、該排出板から篩い分けられて落下する破砕物
を前記破砕物受取位置に案内するホッパーと、で構成したものである。
【００１９】
　本発明の３は、本発明の１又は２の放射性廃棄物用減容処理装置において、前記袋保持
手段を、前記収納袋を保持する前記容器部と、該容器部を前記破砕物受取位置と前記被圧
縮位置との間で往復動させるべく、その間に配したレール部及びこれに移動自在に配した
移動部とで構成し、
　前記容器部を、有底円筒を基本形状とする剛性部材で構成し、その上部の受入口は上広
がりに形成し、かつその周側の一部に前記収納袋の排気管部又は前記真空ポンプ装置から
延長する吸引用の管状部材を通過させるための通過用開口部を形成し、前記移動部は、こ
れを、前記容器部の底部に固設することにより、該容器部を前記レール部に移動自在に配
したものである。
【００２０】
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　本発明の４は、本発明の１、２又は３の放射性廃棄物用減容処理装置において、前記圧
縮手段を、被圧縮位置に位置する袋保持手段の容器部に保持された、放射性廃棄物の破砕
物を充填した収容袋を圧縮するための押圧板であって、平面形状が該容器部の胴部断面形
状と同一又は類似形状で、該容器部のそれより小寸法である押圧板と、該押圧板を下端に
固設したシャフト部材と、該シャフト部材を昇降自在に支持する支持部材と、該支持部材
に配した、該シャフト部材を昇降駆動する昇降駆動手段であって、該シャフト部材に配し
たラック、該ラックにかみ合うピニオン、該ピニオンにかみ合う該ピニオンより大径のギ
ア、該ギアに配した制動手段及び該ギアを回動操作するためのレバー部材からなる昇降駆
動手段と、で構成したものである。
【００２１】
　本発明の５は、本発明の３の放射性廃棄物用減容処理装置において、前記収納袋を、前
記袋保持手段の容器部に装入可能な外径の有底円筒状で、上部の受入口が上広がりである
袋本体と、該袋本体の外周の、高さ方向の複数箇所に固設したリング状の円筒形状保持部
材と、該袋本体の受入口に配したジッパーである前記閉塞手段と、該袋本体の周側部に配
した該周側部から突出する管体、該管体の袋本体寄りの位置に充填したフィルタ部材、及
び該管体の該フィルタ部材より外側に構成した逆止弁からなる前記排気管部と、該排気管
部の前記管体の逆止弁より外側に配したジッパーである前記閉塞手段と、で構成したもの
である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の１の放射性廃棄物用減容処理装置によれば、グローブボックスやフード等の気
密箱内で生じた、若しくは、それ自体の各部の交換の必要から生じた廃棄物であるグロー
ブ、排気フィルタ、インナーリング又は気密栓等は、これらを、グローブボックス等の内
部で、適切なサイズに破砕し、かつ収納袋に充填し、更に適切な形状を保持した状態で圧
縮した上で、該グローブボックス等から取り出し、所要の保管場所に保管することができ
る。該収納袋は、グローブボックスから取り出す際には、フィルム類で包装して更に安全
性を確保すべきであるのは云うまでもない。
【００２３】
　従ってグローブボックス等で生じた放射性廃棄物は、簡単な操作で、十分減容し、かつ
保管しやすい形状に成形した上で、安全性を確保しながら保管できることとなる。それ故
、以上のように、安全性を確保しながら、放射性廃棄物の保管エリアの拡大化を回避する
ことができる。
【００２４】
　より詳しく説明する。
　廃棄されたグローブやインナーリング等の放射性廃棄物は、これらを、当該のグローブ
ボックス等の内部に設置してある本件装置の破砕手段に投入する。破砕手段の内部では、
これらが適切に破砕され、その破砕物は、破砕物受取位置で、該位置に位置している袋保
持手段の容器部に保持された収納袋内に受け渡される。なお、このとき、予め袋保持手段
の容器部に収納袋を保持させ、該袋保持手段を破砕物受取位置に位置させて固定しておく
べきなのは云うまでもない。
【００２５】
　収納袋への破砕物の充填量が所定量、すなわち、受入口の近傍の高さまで充填された段
階でその充填を終了させ、該袋保持手段を被圧縮位置に移動させる。被圧縮位置では、ま
ず該収納袋の上部の受入口を閉塞手段で閉じ、更に排気管部に前記真空ポンプ装置を接続
して該収納袋の内部を減圧し、この減圧動作を継続しつつ、前記圧縮手段を操作して、該
収納袋を圧縮する。この操作により、該収納袋は容器部によって周側及び底部の形状を保
持されながら高さ方向の寸法が小さくなり、一層減容化された状態となる。放射性廃棄物
は適切に破砕された破砕物となっているため、収納袋中に隙間なく充填されることが可能
になり、更に該収納袋の内部は、真空ポンプにより減圧されているので、より良好に圧縮
され、以上のように、適切に減容化された状態となる。この後、該排気管部を前記閉塞手
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段で閉塞状態とし、次いで、真空ポンプ装置の接続を解除する。その後、該真空ポンプ装
置を排気管部から外し、更にその後、前記圧縮手段の圧縮動作を解除する。なお、この減
容化処理操作は、グローブボックス等の気密箱の内部で安全に行うことが可能であり、更
にグローブボックス等の気密箱からのこれらの収納袋に収納された破砕物の取り出しは、
前記のように、更に、該収納袋をフィルム類で包装して安全に行うことができる。
【００２６】
　本発明の２の放射性廃棄物用減容処理装置によれば、プラスチック類やゴム類等の放射
性廃棄物の破砕処理を簡単にかつ確実に行うことが可能であり、更に破砕物のサイズを一
定サイズ以下に揃えて排出することができる。それ故、これらの破砕物を収納袋に充填し
て容易に減容化することができる。
【００２７】
　本発明の３の放射性廃棄物用減容処理装置によれば、収納袋を保持する容器部の受入口
が上広がり状態に構成されているので、これへの収納袋の装入が容易であり、かつ収納袋
の装入保持状態で、前記破砕物受取位置に確実に位置させることができるため、収納袋へ
の破砕物の収納充填が適切に行える。また破砕物の収納袋への収納充填の後は、レール部
に沿って確実に被圧縮位置に移動し得るため、そこでの減圧処理及び圧縮処理を確実に受
けることができる。また圧縮処理の際に、収納袋は、その周側及び底部を容器部で支持さ
れるため、高さ方向の寸法の圧縮が行われるが、それ以外の形状は、該容器部によって保
持され、常に一定の形状寸法の処理物（破砕物入りの収納袋）が得られる。
【００２８】
　本発明の４の放射性廃棄物用減容処理装置によれば、確実に破砕物を充填した収納袋を
圧縮することができる簡単な構成の圧縮装置を得ることができる。
【００２９】
　本発明の５の放射性廃棄物用減容処理装置によれば、前記収納袋は、その上部が上広が
りであるため、破砕物の受入が確実であり、袋本体の外周にリング状の円筒形状保持部材
が配してあるため、それ自体が柔軟なフィルム材で構成してあっても、それを確実に円筒
状に保持し得る。それ故、前記袋保持手段の容器部に適切に保持させ得るものとなり、破
砕物のこれへの装入充填が良好に行えるものとなる。また収納袋の上部に閉塞手段として
ジッパーが構成してあり、周側には排気管部が構成してあるため、圧縮処理に先立ってそ
の内部を適切に減圧しておくことが可能であり、より適切に圧縮操作を行うことができる
。更に排気管部にフィルタが充填してあるため、真空ポンプ装置による減圧操作の際に内
部の破砕物が吸引される問題を回避することができる。また排気管部には逆止弁が配して
あるため、空気の逆流を回避でき、減圧及び圧縮操作の完了後には、該排気管部の最外部
付近に配してある閉塞手段であるジッパーで該部位を閉じることが可能であり、空気の収
納袋内への流入を回避して、一層その圧縮状態の保持を確実なものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の正面説明図。
【図２】一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の平面説明図。
【図３】一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の右側面説明図。
【図４】一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の廃棄物破砕部の右側面を開いて見
た状態の説明図。
【図５】(a)は一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の廃棄物破砕部における回転
ドラムと突出刃及び固定刃の概要を示す平面説明図、(b)は一部が排出板であるカバー状
部材を含めた(a)の正面説明図（カバー状部材のみ断面）。
【図６】一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の廃棄物破砕部の押圧板及びこれを
動作させる機構を示す概略平面説明図。
【図７】一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の収納袋の側面説明図。
【図８】図７の一部切欠Ａ－Ａ線断面図。
【図９】(a)は図８のＸ１部分の拡大図、(b)は図８のＸ２部分の拡大図、(c)は図８のＸ
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３部分の拡大図。
【図１０】図７のＢ－Ｂ線断面図。
【図１１】グローブボックス内に配置した一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置を
示す一部切欠概略正面図。
【図１２】グローブボックス内に配置した一実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置を
示す一部切欠概略右側面図。
【図１３】グローブポートに配してあるグローブを示した一部切欠説明図。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明の一実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００３２】
　この実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置は、図１１及び図１２に示すように、グ
ローブボックス１内に設置して使用されるものであり、図１、図２、図１１及び図１２に
示すように、放射性廃棄物を破砕する廃棄物破砕部（破砕手段）２と、袋保持部（袋保持
手段）３の容器部３１に保持されている放射性廃棄物の破砕物４を充填した収納袋５を圧
縮する圧縮部（圧縮手段）６と、前記収容袋５を保持する容器部３１、該容器部３１を破
砕物受取位置ｐ１と被圧縮位置ｐ２との間で往復移動自在に支持すべく配したレール部３
２、３２及びこれらに移動自在に配した移動部３３、３３からなる前記袋保持部３と、該
袋保持部３の容器部３１に保持され、前記被圧縮位置ｐ２に位置する収納袋５からその内
部を減圧すべく吸引排気する真空ポンプ装置７と、前記袋保持部３の容器部３１に保持さ
せて、放射性廃棄物の破砕物４を受け取り、これを充填して圧縮の上、保管するために使
用される前記収納袋５とで構成したものである。
【００３３】
　前記グローブボックス１は公知の装置であり、概要のみを述べる。このグローブボック
ス１は、よく知られているように、外部と隔離されたその内部で、放射能を帯びた部材又
は物質その他の危険物質の処理等を行うために使用される。図１１及び図１２に示すよう
に、前後の壁面に多数のグローブポート１１、１１…を設けてあり、その中から適当なグ
ローブポート１１を選んで、これに配してある１又は２のグローブ１２、１２を利用して
、それら内部のものの操作を行うことができるようになっている。一方の側壁にはラージ
ポート１３が設けてあり、工具類や処理対象の出し入れ等ができるようになっている。こ
の実施の形態で生じる破砕物４を充填して圧縮した収納袋５もこのラージポート１３を利
用して取り出すことができる。反対側の側壁は機器搬入扉１４となっており、この実施の
形態の放射性廃棄物用減容処理装置は、ここからグローブボックス１内に搬入する。
【００３４】
　更にこのグローブボックス１には、給気手段１５及び排気手段１６等が配設してあり、
内部は負圧に保持されるようになっている。また排気は排気フィルタを介して行われ、内
部の汚れた空気が外部に放出されないようになっている。
【００３５】
　前記廃棄物破砕部２は、図１～図５に示すように、回転ドラム２１と、該回転ドラム２
１の外周に突出させた複数の突出刃２２、２２…と、該回転ドラム２１の外周にその先端
を近接させて配した固定刃２３と、該固定刃２３をその先端に固設した載置板２４と、該
載置板２４上に載っている放射性廃棄物を該回転ドラム２１の外周側に圧接すべく押圧す
る押圧板２５及び該押圧板２５を該回転ドラム２１とその反対側との間で往復動させる往
復動機構と、該回転ドラム２１及び固定刃２３の下方に位置し、設定サイズ以下の破砕物
４のみを下方に通過させる排出板２６と、該排出板２６を通過した破砕物４を下方の破砕
物受取位置ｐ１に案内するホッパー２７とで構成したものである。なお、以上の内、ホッ
パー２７を除く部材は、筐体内に納められている。
【００３６】
　前記回転ドラム２１は、図１～図３に示すように、その端部側で筐体の外部に配した電
動モータ２１１に減速器２１２を介して接続し、該電動モータ２１１によって回転駆動さ
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れるようになっている。
　前記複数の突出刃２２、２２…は、回転ドラム２１の外周に突出状態に配設されたもの
であるが、特に図５(a)、(b)に示すように、その突出刃２２、２２…の各々は、順次一定
の角度間隔、たとえば、同図に示すように、３０度の角度間隔で周方向に配列し、軸方向
には該回転ドラム２１の長さをほぼ６分割した間隔で配列して、１８０度で一端から他端
まで配列し、残りの１８０度を、同角度間隔、同長さ間隔で、該他端から該一端側に逆向
きに配列して固設したものである。前記固定刃２３は、同図に示すように、該回転ドラム
２１の回転の際に、該突出刃２２、２２…と干渉し合わない凹凸形状で該回転ドラム２１
の外周側に突出させた構成のもので、前記のように、載置板２４の先端に固設したもので
ある。該載置板２４は、水平に配してある金属板であり、上方から投入される放射性廃棄
物はその上に載置状態になる。
【００３７】
　前記突出刃２２、２２…の前記のような配列は、回転ドラム２１に一度に大きな負荷が
かからないようにする趣旨である。
【００３８】
　前記前記押圧板２５は、前記載置板２４上に投入載置された放射性廃棄物を回転ドラム
２１側に押し付け、該回転ドラム２１の回転に伴う突出刃２２、２２…及び固定刃２３に
よる剪断作用を良好に発揮させるべく作用するものである。該押圧板２５は、図１、図４
及び図６に示すように、該押圧板２５の裏面に結合した水平の駆動板２５１と、該駆動板
２５１の両側端面に対面させて筐体の内面に固設したレール２５２、２５２と、該駆動板
２５１の両側部の各々二カ所に配した、各々該レール２５２を上下で挟持しつつ転動する
挟持ローラ２５３、２５３及び各々該レール２５２の内面に当接しつつ転動する側面ロー
ラ２５４によるローラ組と、該駆動板２５１の押圧板２５と反対側の端部に固設垂下した
腕片２５５であって、前記駆動板２５１の下方でその往復動方向に沿って配した駆動スク
リュー２５６に螺合する従動ナット２５７を下部に結合した腕片２５５と、該駆動スクリ
ュー２５６を正逆回転駆動するスクリュー用の電動モータ２５８と、該電動モータ２５８
の回転駆動力を伝達すべく、その出力軸と前記駆動スクリュー２５６との間に配した相互
にかみ合う二つのギアからなるギア列２５９とで、往復動作可能に構成したものである。
【００３９】
　往方向の動作で、前記載置板２４上に載っている放射性廃棄物を前記回転ドラム２１側
に押圧し、復方向の動作で、当該の放射性廃棄物の破砕が終わった後の後退動作を行うも
のである。前記駆動板２５１、前記レール２５２、前記ローラ組、前記腕片２５５、前記
従動ナット２５７、前記電動モータ２５８、前記駆動スクリュー２５６及びギア列２５９
は前記往復動機構を構成するものである。
　なお、この実施の形態では、廃棄物破砕部２を以上のように構成したが、放射性廃棄物
の破砕に関して同様の結果を得られるものであれば、別の構成を採用することもできる。
【００４０】
　前記排出板２６は、図１及び図５(b)に示すように、前記回転ドラム２１の周囲の内、
前記押圧板２５と対面する部位付近を除く部位に一定間隔で配したカバー状部材２８の一
部に構成したものである。該カバー状部材２８は、排出板２６を通過しなかった破砕物４
を、再度、該回転ドラム２１及びその外周から突出する突出刃２２、２２…の作用で前記
固定刃２３の上部側に戻し得るように配したものである。該排出板２６は、該カバー状部
材２８の内、該回転ドラム２１の直下に相当する付近に多数の穴をあけることにより構成
したものである。これらの穴の径を通過を許容して良い破砕物４のサイズとしたものであ
る。なお、この実施の形態では、排出板２６を以上のような構成としたが、破砕物４を適
切に篩い分けることができる構成であれば、当然、他のそれを採用することもできる。
【００４１】
　前記ホッパー２７は、図１及び図３に示すように、下細りテーパ状の管状部材であり、
云うまでもなく、前記排出板２６の直下に、該排出板２６を通過した破砕物４のすべてを
前記破砕物受取位置ｐ１に案内できるように配置してある。なお、該ホッパー２７の最上
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部には図示しない開閉手段が配してあり、破砕物受取位置ｐ１に、前記収納袋５を容器部
３１に保持した袋保持部３が位置していない場合に、ここを閉止することができるように
してある。
【００４２】
　前記袋保持部３は、図１～図３に示すように、この実施の形態では、基本的に、前記収
納袋５を保持する前記容器部３１と、該容器部３１を前記破砕物受取位置ｐ１と前記被圧
縮位置ｐ２との間で往復動させるべく、その間に配したレール部３２、３２及びこれらに
移動自在に配した移動部（転動部材又はスライド部材）３３、３３とで構成したものであ
る。なお、この実施の形態では、該レール部３２、３２及びこれらにそれぞれ配した移動
部３３、３３としては、公知のＬＭガイドを採用し、これを利用している。移動部３３、
３３の上部は、云うまでもなく、容器部３１の底部に固設するものである。またこの往復
動手段として、この実施の形態では、以上のＬＭガイドを採用したが、同様の機能を有す
る他の手段を採用することが可能なのは当然である。
【００４３】
　また前記破砕物受取位置ｐ１及び前記被圧縮位置ｐ２のそれぞれ外端部側には、図１に
示すように、一対ずつ位置保持手段３４、３４…を配してあり、これらで、それぞれ該破
砕物受取位置ｐ１又は被圧縮位置ｐ２に位置する容器部３１がその位置に一時的に固定さ
れるようになっている。該位置保持手段３４は、図３に示すように、各端部に二つずつ配
してあり、該容器部３１の下部両側から一対ずつ突出している被保持部３１１、３１１を
挟持してその動きを封じるようになっている。該位置保持手段３４は、端部側から見ると
、Ｕ字形の構成体で、Ｕ字の両側の立ち上がり部から内側に球体の一部が弾力的に突出し
ており、前記被挟持部３１１は、図３に示すように、その間に進入可能であり、進入する
と弾力的に挟持保持されることになる。弾力的な保持であるから、強く引けば引き抜くこ
とができる。なお、この位置保持手段３４も、この実施の形態では、以上の構成を採用し
たが、他の同様な機能を有する手段を採用することも可能である。
【００４４】
　前記容器部３１は、図１～図３に示すように、底を備えた円筒状剛性部材で構成し、そ
の上部の受入口は上広がりに形成してある。また該容器部３１は、その周側の一部に前記
収納袋５の排気管部５２を通過させるための通過用開口部３１２を形成してある。
【００４５】
　前記圧縮部６は、図１及び図２に示すように、この実施の形態では、前記容器部３１の
内径をわずかに下回る円形の押圧板６１と、該押圧板６１を下端に固設したシャフト部材
６２と、該シャフト部材６２を昇降自在に支持する支持箱（支持部材）６３と、該支持箱
６３に配した、該シャフト部材６２を昇降駆動する昇降駆動手段とで構成したものである
。また該昇降駆動手段は、同図に示すように、該シャフト部材６２の途中に配したラック
６４、該ラック６４にかみ合うピニオン６５、該ピニオン６５にかみ合う大径のギア６６
及び該ギア６６を回動操作するためのレバー部材６７で構成したものである。なお、同図
に示すように、ギア６６には、その両面に、コイルスプリングとこれによって該ギア６６
の両面の各々を圧接すべく作用力の与えられた制動材とによる制動手段６８が配してあり
、レバー部材６７でギア６６を回転操作して、押圧板６１に昇降動作をさせた場合に、そ
の操作を停止すると、ギア６６に制動力が加えられているので、その操作を停止した位置
で昇降動作が停止することになる。またこの圧縮部６もこれに代えて他の同様な機能を有
する構成を採用することができる。
【００４６】
　前記真空ポンプ装置７は、電動によって動作するこの種の一般的な装置であり、その吸
引用のホース７１の先端には前記収納袋５の排気管部５２に挿入可能な剛性の挿入管が配
してある。
【００４７】
　前記収納袋５は、図１、図７～図１０に示すように、前記袋保持部３の容器部３１にそ
の内周との間に隙間を殆どあけずに装入可能な外径の有底円筒状で、上部の一部が上広が
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りである袋本体５１と、該袋本体５１の外周の上下二箇所に固設したリング状の円筒形状
保持部材５３、５３と、該袋本体５１の上部の受入口に配したジッパー雄（閉塞手段）５
４１及びジッパー雌（閉塞手段）５４２と、該袋本体５１の周側下部に配した排気管部５
２と、該排気管部５２の管体５２１に配したジッパー雄（閉塞手段）５２２１及びジッパ
ー雌（閉塞手段）５２２２とで構成したものである。
【００４８】
　また該排気管部５２は、袋本体５１の周側下部から突出する前記管体５２１と、該管体
５２１の袋本体５１寄りの位置に充填したフィルタ部材５２３と、該管体５２１の該フィ
ルタ部材５２３より外側に構成した逆止弁５２４とで構成したものである。なお、該管体
５２１は、その基部側は硬質で容易に変形しない厚手の塩化ビニール製の基部管体５２１
１で構成し、先端側はフレキシブルなビニールフィルム製の先端管体５２１２で構成する
。該先端管体５２１２は、特に図１０に示すように、その後端を該基部管体５２１１の先
端側に外挿して接着接合したものである。
【００４９】
　前記フィルタ部材５２３は、より詳細には、前記基部管体５２１１中に充填し、前記逆
止弁５２４は、該基部管体５２１１の先端に構成したものである。該フィルタ部材５２３
は、袋本体５１中の破砕物４の排出を防止しながら排気できるようにする趣旨のものであ
り、その趣旨に合致する部材を採用することができる。この実施の形態では、ウレタンの
フォーム状フィルタを採用した。前記逆止弁５２４は、図１０に示すように、より詳細に
は、一端をヒンジに構成し、該排気管部５２の先端側にのみ開くようにした円板状部材で
あり、前記袋本体５１側が管体５２１の先端側より負圧になれば閉じ、前記真空ポンプ装
置７の作用で管体５２１の先端側が袋本体５１側より負圧になれば開くようになっている
ものである。
【００５０】
　前記ジッパー雄（閉塞手段）５２２１及びジーパー雌（閉塞手段）５２２２は、管体５
２１の内の先端管体５２１２に配したものである。
【００５１】
　また前記袋本体５１は、種々のプラスチックフィルムで構成することができるが、この
実施の形態では、ビニールフィルムを採用した。従って容易に変形可能であるが、前記袋
保持部３の容器部３１に装入保持させて、前記ホッパー２７を通じて落下する破砕物４を
受け入れる都合上、少なくともそのときには、ほぼ円筒状を保持していることが必要であ
る。前記円筒形状保持部材５３、５３は、このような場合のために、袋本体５１を円筒状
に保持させる手段である。該円筒形状保持部材５３、５３としては、これを袋本体５１の
外周に接合固設することで、その形状を円筒状に保持できる種々の部材を自由に採用可能
であるが、この実施の形態では、硬質プラスチック（塩化ビニール）のリング部材を採用
し、これを、図７、図８及び図９(c)に示すように、袋本体５１の外周上下に配し、その
上からフィルム状カバーを被覆して接着接合し、その効果を得るようにしたものである。
【００５２】
　なお、図中８１は、廃棄物破砕部２を支持する支柱、８２は圧縮部６を支持する支柱、
３５は袋保持部３のベース、２９は廃棄物破砕部２の上部の蓋、２９１は蓋２９のハンド
ル、２９２は筐体端部の扉である。
【００５３】
　この実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置は、以上のような構成であり、それ故、
この場合は、グローブボックス１内で生じた、若しくは、それ自体の各部の交換の必要か
ら生じたグローブ１２、排気フィルタ、インナーリング１７又は気密栓等の放射性廃棄物
は、これらを、該グローブボックス１の内部で適切なサイズに破砕し、かつ収納袋５に充
填し、更に適切な一定形状に圧縮した上で、該グローブボックス１から取り出し、所要の
保管場所に保管することができる。該収納袋５は、該グローブボックス１から取り出す際
には、フィルム類で包装して更に安全性を確保することができる。
【００５４】
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　即ち、グローブボックス１で生じた放射性廃棄物は、簡単な操作で、十分減容し、かつ
保管しやすい一定形状に成形した上で、安全性を確保しながら保管エリアで保管できるこ
とになる。それ故、安全性を確保しながら、放射性廃棄物の保管エリアの拡大化を回避す
ることができる。
【００５５】
　なお、廃棄物となるグローブ１２は、図１２及び図１３に示すように、グローブボック
ス１のグローブポート１１で使用されていた交換対象のグローブ１２であり、前記インナ
ーリング１７は、該グローブ１２をグローブポート１１に取り付けるために使用していた
交換対象の部材である。前記廃棄フィルタは、グローブボックス１の排気手段１６の途中
に装入してあった部材で、廃棄対象となったものである。
【００５６】
　この実施の形態の放射性廃棄物用減容処理装置の用法を説明する。
　廃棄されたグローブ１２やインナーリング１７等の放射性廃棄物は、これらを、当該の
グローブボックス１の内部に設置してある本件装置の廃棄物破砕部２に投入する。適切な
１又は２のグローブポート１１、１１を利用して（以下も同様であり、いちいちこの点に
関しては述べない）、該廃棄物破砕部２の上部の蓋２９をあけ、該破砕部２内にグローブ
２等の放射性廃棄物を投入する。このとき、図１に示すように、前記押圧板２５は、当然
、回転ドラム２１から離れた位置に後退状態としておく。
【００５７】
　この後、該蓋２９を閉じて、装置の動作を開始させると、前記回転ドラム２１が回転し
、該押圧板２５も該回転ドラム２１側に移動を開始する。なお、該回転ドラム２１は、減
速器２１２を介して伝達される前記電動モータ２１１の回転駆動力によって回転駆動され
る。また該押圧板２５は、駆動板２５１及び腕片２５５を介して従動ナット２５７に接続
しており、該従動ナット２５７は、前記電動モータ２５８の回転駆動力の伝達を受けて回
転する駆動スクリュー２５６の回転に伴い、その軸方向に動くことになる。従ってここで
回転方向を適切に定めておくことにより、従動ナット２５７は、このとき、回転ドラム２
１側に移動し、これに伴って前記押圧板２５６も回転ドラム２１側に移動する。回転ドラ
ム２１側に限度いっぱいに移動した後は、元の位置まで後退し、その後は、以上の移動動
作を繰り返す。
【００５８】
　該押圧板２５が回転ドラム２１側に移動すると、前記のように、廃棄物破砕部２中に投
入されたグローブ１２等の廃棄物は、いずれ該回転ドラム２１側に押し付けられ、その突
出刃２２、２２…と固定刃２３の剪断作用により、徐々に剪断破砕され、その下方の排出
板２６上に落下し、設定サイズ以下の破砕物４は、該排出板２６に開口した多数の穴を通
じてその下方に落下する。該排出板２６の穴を通過できなかった破砕物２６は、該回転ド
ラム２１及び該排出板２６並びにこれをその一部に構成したカバー部材２８の作用により
、一回転して押圧板２５の前側に戻り、繰り返して、該回転ドラム２１の回転に伴う突出
刃２２、２２…と固定刃２３の剪断作用を受けて剪断破砕されることになる。
【００５９】
　他方、前記袋保持部３の容器部３１に、図１に実線で示すように、収納袋５を装入保持
させた上で、同図に示すように、前記ＬＭガイドで構成したレール部３２、３２及び移動
部３３、３３を利用して該袋保持部３を前記破砕物受取位置ｐ１に移動させ、該袋保持部
３の容器部３１から突出する被保持部３１１、３１１を位置保持手段３４、３４に装入状
態にして、この位置に、該袋保持部３を固定しておくものとする。なお、該容器部３１へ
の収納袋５の装入保持は、該収納袋５の排気管部５２を該容器部３１の通過用開口部３１
２から突出させた状態で行っておく。また、このとき収納袋５の上部は当然開いた状態に
し、前記ホッパー２７の下端をその受入口である上部の開口部に若干進入した状態にして
おく。
【００６０】
　以上の状態で、前記ホッパー２７の最上部の図示しない開閉手段を開くと、前記排出板
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２６を通じて落下した放射性廃棄物の破砕物４が該ホッパー２７を通じて落下し、該収納
袋５中に充填されることになる。当該の収納袋５に、図１に実線で示すように、適量が充
填された時点で、前記図示しない開閉手段を閉じて、ホッパー２７を通じての破砕物４の
落下を停止させる。
【００６１】
　この後、前記袋保持部３を、前記ＬＭガイドで構成したレール部３２、３２及び移動部
３３、３３を利用して、図１中、二点鎖線で示すように、前記被圧縮位置ｐ２に移動させ
ると、この位置でも、前記容器部３１の反対側から突出する被保持部３１１、３１１が対
応する端部に設置してある位置保持手段３４、３４に装入状態になって一時固定状態とな
る。
【００６２】
　この被圧縮位置ｐ２への一時固定状態で、前記真空ポンプ装置７のホース７１の先端を
、該位置の袋保持部３の容器部３１に保持されている収納袋５の排気管部５２に挿入する
。また該収納袋５の上部の受入口を、前記ジッパー雄５４１及びジッパー雌５４２を利用
して閉じる。その後、該真空ポンプ装置７を動作させて該収納袋５中の空気を抜いて減圧
収縮させ、その状態で、今度は、前記圧縮部６を操作して該収納袋５の高さ寸法を短縮す
べく圧縮する。これは、レバー部材６７を操作することによって、該圧縮部６の押圧板６
１を下降させて行う。具体的には、図１中、一点鎖線で示すように、該押圧板６１を容器
部３１中の設定高さまで下降させて高さ方向の圧縮を行う。周方向及び底部方向は、容器
部３１で保持され、収納袋５は、内部の破砕物４を圧縮して概ね高さ方向の寸法のみを小
さくする。
【００６３】
　必要な圧縮を行った後、前記真空ポンプ装置７のホース７１の先端を排気管部５２の先
端側に移動させ、前記ジッパー雄５２２１及びジッパー雌５２２２を利用して該排気管部
５２も閉じる。次いで、真空ポンプ装置７の動作を停止させ、そのホース７１の先端も排
気管部５２の先端から引き抜く。その後、前記レバー部材６７を操作して、該押圧板６１
を引き上げる。
【００６４】
　その後は、圧縮された収納袋５を該容器部３１から取り出し、更にグローブボックス１
から取り出せば、保管エリアに運んで所定のドラム缶等に入れて保管することができる。
なお、グローブボックス１からは前記ラージポート１３を利用して取り出し、この取り出
しの際には、放射能等に汚染されていないプラスチックフィルム等により包装すべきなの
は云うまでもない。こうして、放射性廃棄物は、十分減容し、圧縮して一定形状にし、か
つ安全性を確保した上で取り出して保管することができる。
【００６５】
　破砕対象の放射性廃棄物が残っている場合は、前記袋保持部３をまた前記破砕物受取位
置ｐ１に移動させ、必要な回数、同様の過程を繰り返す。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　この発明は、放射性廃棄物用減容処理装置を製造する工業分野及びこれを使用する原子
力施設における放射性廃棄物の処理分野その他の分野で利用できる。
【符号の説明】
【００６７】
　１　　グローブボックス
　１１　グローブポート
　１２　グローブ
　１３　ラージポート
　１４　機器搬入扉
　１５　給気手段
　１６　排気手段
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　１７　インナーリング
　２　　廃棄物破砕部（破砕手段）
　２１　回転ドラム
　２１１　電動モータ
　２１２　減速器
　２２　突出刃
　２３　固定刃
　２４　載置板
　２５　廃棄物破砕部の押圧板
　２５１　駆動板
　２５２　レール
　２５３　挟持ローラ
　２５４　側面ローラ
　２５５　腕片
　２５６　駆動スクリュー
　２５７　従動ナット
　２５８　駆動スクリュー用の電動モータ
　２５９　ギア列
　２６　排出板
　２７　ホッパー
　２８　カバー状部材
　２９　廃棄物破砕部の上部の蓋
　２９１　廃棄物破砕部の上部の蓋のハンドル
　２９２　筐体端部の扉
　３　　袋保持部（袋保持手段）
　３１　容器部
　３１１　被保持部
　３１２　通過用開口部
　３２　レール部（ＬＭガイド）
　３３　移動部（ＬＭガイド）
　３４　位置保持手段
　３５　袋保持部のベース
　４　　破砕物
　５　　収納袋
　５１　袋本体
　５２　排気管部
　５２１　排気管部の管体
　５２１１　基部管体
　５２１２　先端管体
　５２２１　排気管部のジッパー雄（閉塞手段）
　５２２２　排気管部のジッパー雌（閉塞手段）
　５２３　フィルタ部材
　５２４　逆止弁
　５３　円筒形状保持部材
　５４１　ジッパー雄（閉塞手段）
　５４２　ジッパー雌（閉塞手段）
　６　　圧縮部（圧縮手段）
　６１　押圧板
　６２　シャフト部材
　６３　支持箱（支持部材）



(15) JP 5291592 B2 2013.9.18

10

　６４　ラック
　６５　ピニオン
　６６　ギア
　６７　レバー部材
　６８　制動手段
　７　　真空ポンプ装置
　７１　ホース
　８１　廃棄物破砕部を支持する支柱
　８２　圧縮部を支持する支柱
　ｐ１　破砕物受取位置
　ｐ２　被圧縮位置

【図１】 【図２】
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【図１３】
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